
　
　
　
　
　
柴
田
平
三
郎
先
生
略
歴
・
主
要
著
作
目
録

　
　
　
略
　
　
　
歴

昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
二
月　

東
京
に
て
出
生

昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
四
月　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
入
学

昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
四
月　

同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
政
治
学
専
攻
入
学

昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）
三
月　

同
修
士
課
程
修
了
（
法
学
修
士
）

昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）
四
月　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
入
学

昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
）
三
月　

同
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学

昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
）
四
月　

中
京
大
学
教
養
部　

非
常
勤
講
師
（
昭
和
五
〇
年
〔
一
九
七
五
〕
三
月
ま
で
）

昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
）
四
月　

千
葉
商
科
大
学
商
経
学
部
専
任
講
師
（
政
治
学
・
政
治
思
想
史
）

昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
四
月　

同
助
教
授

昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）
四
月　

獨
協
大
学
法
学
部
助
教
授
（
政
治
思
想
史
）

昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）
四
月　

千
葉
商
科
大
学
商
経
学
部
非
常
勤
講
師
（
平
成
三
年
〔
一
九
九
一
〕
三
月
ま
で
）

昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
）
四
月　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
非
常
勤
講
師
（
昭
和
六
一
年
〔
一
九
八
六
〕
三
月
ま
で
）

昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
）
三
月　

博
士
（
法
学
）（
慶
應
義
塾
大
学
）

昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
）
四
月　

獨
協
大
学
法
学
部
教
授
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平
成　

三
年
（
一
九
九
一
）
七
月　

ロ
ン
ド
ン
大
学
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
研
究
所
留
学
（
平
成
五
年
〔
一
九
九
三
〕
三
月
ま
で
）

平
成　

八
年
（
一
九
九
六
）
四
月　

明
治
学
院
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
非
常
勤
講
師
（
平
成
一
五
年
〔
二
〇
〇
三
〕
三
月
ま
で
）

平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
）
四
月　

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
国
際
交
流
学
部
非
常
勤
講
師
（
平
成
一
三
年
〔
二
〇
〇
一
〕
三
月
ま
で
）

平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
）
四
月　

獨
協
大
学
学
友
会
総
務
部
長
（
平
成
一
二
年
〔
二
〇
〇
〇
〕
三
月
ま
で
）

平
成
一
三
年
（
二
〇
〇
一
）
四
月　

千
葉
大
学
法
経
学
部
非
常
勤
講
師
（
平
成
一
五
年
〔
二
〇
〇
三
〕
三
月
ま
で
）

平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
）
四
月　

獨
協
大
学
法
学
部
長
、
同
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員
長
兼
任
（
平
成
二
〇
年
〔
二
〇
〇
八
〕
三
月

ま
で
）

平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
）
四
月　

獨
協
大
学
図
書
館
長
（
平
成
二
四
年
〔
二
〇
一
二
〕
三
月
ま
で
）、
同
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
長
兼
任
（
平
成
二
三
年
〔
二
〇
一
一
〕
三
月
ま
で
）

平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
三
月　

獨
協
大
学
法
学
部
教
授
退
任

所
属
学
会

日
本
政
治
学
会

政
治
思
想
学
会

中
世
哲
学
会

西
洋
中
世
学
会
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柴
田
平
三
郎
先
生
主
要
著
作
目
録

学
位
論
文

昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）
三
月　
「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
政
治
思
想
に
お
け
る“libido dom

inandi”

の
概
念
」（
慶
應
義
塾
大
学
大

学
院
法
学
研
究
科
論
文
集
）
法
学
修
士

昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
）
三
月　
『
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
政
治
思
想
―
―
『
神
国
論
』
研
究
序
説
』（
未
來
社
）
法
学
博
士
（
慶
應

義
塾
大
学
）

主
要
著
作

【
主
著
】

昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
）『
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
政
治
思
想
―
―
『
神
国
論
』
研
究
序
説
』
未
來
社

平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
）『
中
世
の
春
―
―
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ジ
ョ
ン
の
思
想
世
界
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
）『
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
政
治
思
想
』
岩
波
書
店
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【
共
著
】

昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）『
国
家
と
政
治
』
南
窓
社

昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
）『
政
治
学
へ
の
発
想
』
三
一
書
房

平
成　

四
年
（
一
九
九
二
）『
モ
ダ
ー
ン
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ー
ン　

政
治
思
想
史
の
再
発
見　

Ⅰ
』
木
鐸
社

平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）『
現
場
と
し
て
の
政
治
学
』
日
本
経
済
評
論
社　

【
主
要
論
文
】 

昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）「
中
世
の
思
想
史
的
意
義
に
つ
い
て
」（『
経
済
論
壇
』
第
一
七
巻
七
号
）

昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）「
瀆
神
の
論
理
と
し
て
の
政
治
」（『
未
來
』
№
八
五
）

昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
）「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
お
け
る
〈
現
世
〉（saeculum

）
の
概
念
」（『
法
学
研
究
』
慶
應
義
塾
大
学　

第
四
七
巻
六
号
）

昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
）「
中
世
政
治
思
想
に
お
け
る
リ
ア
リ
ズ
ム
と
ア
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
」（
Ⅰ
）（『
千
葉
商
大
紀
要
』
第
一
三
巻
二

号
―
A
）

「
同
」（
Ⅱ
）（
第
一
三
巻
三
号
―
A
）

昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）「
主
権
と
絶
対
主
義
国
家
」（『
千
葉
商
大
紀
要
』
第
一
三
巻
五
号
）

昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）「
芸
術
作
品
と
し
て
の
中
世
国
家
」（
Ⅰ
）（『
千
葉
商
大
紀
要
』
第
一
五
巻
一
号
）、「
同
」（
Ⅱ
）（
第
一
五

巻
二
号
）

「
近
代
国
家
の
起
源
に
つ
い
て
」（『
千
葉
商
大
創
立
五
〇
周
年
記
念
論
文
集
』）
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「〈
神
の
主
権
〉」
と
は
何
か
―
―
中
世
教
皇
制
の
政
治
神
学
」（
Ⅰ
）（『
千
葉
商
大
紀
要
』
第
一
五
巻
三
号
）

「
同
」（
Ⅱ
）（
第
一
五
巻
四
号
）

昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
ロ
ー
マ
史
の
陥
落
―
―
『
神
国
論
』
成
立
の
基
本
前
提
」（
一
）（『
千
葉
商
大
紀

要
』
第
一
六
巻
四
号
）

「
同
」（
二
）（
第
一
七
巻
二
号
）

昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
）「
古
代
ロ
ー
マ
に
お
け
る
宗
教
と
政
治
―
―
『
神
国
論
』
成
立
に
関
連
し
て
」（『
千
葉
商
大
紀
要
』
第
一
八

巻
一
号
）

「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
政
治
思
想
へ
の
接
近
方
法
に
つ
い
て
」（『
千
葉
商
大
紀
要
』
第
一
八
巻
三
号
）

昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
）「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
政
治
世
界
―
―
〈
現
世
〉（saeculum

）
観
の
構
造
―
―
」（
一
）（『
法
学
研
究
』

第
五
四
巻
一
一
号
）

「
同
」（
二
）（
第
五
四
巻
一
二
号
）

「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
人
間
観
」（『
千
葉
商
大
紀
要
』
第
一
九
巻
三
号
）

「
支
配
・
権
力
・
国
家
―
―
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
政
治
思
想
の
成
立
―
―
」（『
千
葉
商
大
紀
要
』
第
一
九

巻
三
号
）

「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
国
家
観
―
―
キ
ケ
ロ
『
国
家
論
』
と
の
関
連
で
―
―
」（
一
）（『
千
葉
商
大
紀
要
』

第
一
八
巻
四
号
）

「
同
」（
二
）（
第
一
九
巻
一
号
）

「
同
」（
三
）（
第
一
九
巻
二
号
）
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「
古
代
政
治
思
想
史
に
お
け
る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
位
置
」（『
千
葉
商
大
紀
要
』
第
一
九
巻
二
号
）

昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
時
間
論
―
―
『
告
白
』
第
十
一
巻
を
中
心
に
し
て
―
―
」（『
千
葉
商
大
紀
要
』

第
一
九
巻
四
号
）

「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
お
け
る
歴
史
的
時
間
の
構
造
」（『
千
葉
商
大
紀
要
』
第
一
九
巻
四
号
）

昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
政
治
観
」（『
法
学
研
究
』
第
五
六
巻
一
二
号
）

昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
）「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
お
け
る
『
教
会
』
と
『
国
家
』」（『
獨
協
法
学
』
第
二
〇
号
）

昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
）「《
君
主
の
鑑
》」（
一
）（『
獨
協
法
学
』
第
二
五
号
）

昭
和
六
三
年
（
一
九
八
八
）「《
君
主
の
鑑
》」（
二
）（『
獨
協
法
学
』
第
二
六
号
）

「《
君
主
の
鑑
》」（
三
）（『
獨
協
法
学
』
第
二
七
号
）

平
成　

元
年
（
一
九
八
九
）「
聖
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
と
《
君
主
の
鑑
》」（『
法
学
研
究
』
第
六
二
巻
一
号
）

「《
君
主
の
鑑
》」（
四
―
一
）（『
獨
協
法
学
』
第
二
九
号
）

平
成　

二
年
（
一
九
九
〇
）「《
君
主
の
鑑
》」（
四
―
二
）（『
獨
協
法
学
』
第
三
〇
号
）

「《
君
主
の
鑑
》」（
五
）（『
獨
協
法
学
』
第
三
一
号
）

「
中
世
の
国
家
像
」（
田
中
浩
編
『
現
代
世
界
と
国
民
国
家
の
将
来
』
御
茶
の
水
書
房
）

平
成　

三
年
（
一
九
九
一
）「《
君
主
の
鑑
》」（
六
）（『
獨
協
法
学
』
三
三
号
）

平
成　

四
年
（
一
九
九
二
）「《
君
主
の
鑑
》」（
七
）（『
獨
協
法
学
』
三
四
号
）

平
成　

五
年
（
一
九
九
三
）「《
君
主
の
鑑
》」（
八
）（『
獨
協
法
学
』
三
七
号
）

平
成　

六
年
（
一
九
九
四
）「
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ジ
ョ
ン
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
―
―
政
治
的
徳
性
（virtus

）
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」（『
法

650

獨協法学第102号（2017年４月）

― ―



学
研
究
』
第
六
七
巻
一
二
号
）

平
成　

八
年
（
一
九
九
六
）「
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
〈
人
文
主
義
〉
の
意
味
」（『
獨
協
法
学
』
第
四
三
号
）

「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
社
会
思
想
」（
上
智
大
学
中
世
思
想
研
究
所
紀
要
『
中
世
の
社
会
思
想
』
創
文
社
）

平
成　

九
年
（
一
九
九
七
）「〈
巨
人
の
肩
の
上
に
乗
る
矮
人
〉
―
―
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ジ
ョ
ン
の
思
想
世
界
」（『
法
学
研
究
』
第
七
〇

巻
二
号
）

「
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ジ
ョ
ン
と
キ
ケ
ロ
―
―
理
性
と
言
語
、社
会
の
起
源
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」（『
獨
協
法
学
』

第
四
四
号
）

「『
ポ
リ
ク
ラ
テ
ィ
ク
ス
』
と
い
う
書
物
―
―
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ジ
ョ
ン
の
政
治
思
想
研
究
序
説
」（『
獨
協

法
学
』
第
四
五
号
）

平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
）「〈
国
家
〉
と
い
う
身
体
―
―
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ジ
ョ
ン
の
政
治
社
会
論
―
―
」（
鷲
見
誠
一
・
蔭
山
宏
編

『
近
代
国
家
の
再
検
討
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）

「〈
血
の
滴
る
剣
〉
―
―
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
『
教
会
と
国
家
』
―
―
」（『
獨
協
法
学
』
第

四
六
号
）

「〈
君
主
の
鑑
〉
―
―
『
ポ
リ
ク
ラ
テ
ィ
ク
ス
』
に
お
け
る
君
主
と
暴
君
―
―
」（『
獨
協
法
学
』
第
四
七
号
）

平
成
一
一
年
（
一
九
九
九
）「〈
陰
画
〉
と
し
て
の
暴
君
―
―
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ジ
ョ
ン
の
暴
君
論
」（『
獨
協
法
学
』
第
四
八
号
）

平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）「《
書
物
に
殉
じ
た
鈍
牛
》
―
―
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
思
想
世
界
」（『
獨
協
法
学
』
第
五
〇
号
）

「《
歴
史
舞
台
の
上
の
ト
マ
ス
》
―
―
中
世
の
夏
＝
十
三
世
紀
」（『
獨
協
法
学
』
第
五
一
号
）

「《
神
学
大
全
》
―
―
思
想
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
」（『
獨
協
法
学
』
第
五
二
号
）
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「
十
三
世
紀
〈
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
革
命
〉
史
観
と
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
」（『
獨
協
法
学
』
五
三
号
）

平
成
一
三
年
（
二
〇
〇
一
）「
神
の
善
性
（bonitas D

ei

）
と
し
て
の
こ
の
世
と
人
間
―
―
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
政
治
思
想
の
神
学

的
＝
形
而
上
学
的
基
礎
」（『
獨
協
法
学
』
第
五
五
号
）

平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
）「
人
間
（hom

o

）・
社
会
（societas

）・
国
家
（civitas

）
―
―
ト
マ
ス
政
治
思
想
の
基
礎
構
造
」（『
獨

協
法
学
』
第
五
九
号
）

平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
）「《
聖
な
る
教
え
》
と
し
て
の
『
政
治
学
』
―
―
ト
マ
ス
政
治
思
想
研
究
へ
の
覚
書
―
―
」（『
法
学
研
究
』

第
七
六
巻
一
二
号
）

平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）「《
共
通
善
》
と
し
て
の
国
家
―
―
ト
マ
ス
政
治
思
想
の
基
本
目
的
」（『
獨
協
法
学
』
第
七
六
号
）

平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
）「
私
の
思
想
史
体
験
―
―
い
ま
に
し
て
思
い
知
る
こ
と
」（
田
中
浩
編
『
思
想
学
の
現
在
と
未
来
』
未
來

社
）

「
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
《
混
合
政
体
論
》」（『
獨
協
法
学
』
第
七
八
号
）

「
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
暴
君
放
伐
論
」（『
獨
協
法
学
』
第
七
九
号
）

平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）「
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
《
正
戦
論
》」（『
獨
協
法
学
』
第
八
五
号
）

平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）「《
神
の
統
治
》
と
《
人
間
の
統
治
》
―
―
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
に
お
け
る
『
教
会
』
と
『
国
家
』」（『
獨

協
法
学
』
第
八
六
号
）

【
翻
訳
】

昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）
ア
ロ
イ
ス
・
デ
ン
プ
「
中
世
に
お
け
る
知
的
文
化
の
意
義
」（
上
）（『
未
來
』
№
六
三
）
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同
（
下
）（『
未
來
』
№
六
四
）

昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
）
Ｊ
・
Ｂ
・
モ
ラ
ル
『
中
世
の
政
治
思
想
』
未
來
社

昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）
ジ
ョ
ー
・
オ
ー
ル
マ
ン
『
創
造
の
政
治
学
』
而
立
書
房
（
共
訳
）

昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）
G
・
H
・
セ
イ
バ
イ
ン
『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
二
つ
の
伝
統
』
未
來
社

ク
レ
ス
ピ
ニ
ー
／
マ
イ
ノ
ー
グ
編
『
現
代
の
政
治
哲
学
者
』
南
窓
社
（
共
訳
）

昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
A
・
P
・
ダ
ン
ト
レ
ー
ヴ
『
政
治
思
想
へ
の
中
世
の
貢
献
』
未
來
社
（
共
訳
）

昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
）
バ
ー
カ
ー
／
ア
レ
ン
／
ラ
ド
ナ
ー
『
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
理
論
』
御
茶
の
水
書
房

昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
）
R
・
M
・
ハ
ッ
チ
ン
ス
『
聖
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
と
世
界
国
家
』
未
來
社

平
成　

三
年
（
一
九
九
一
）
M
・
I
・
フ
ィ
ン
リ
ー
『
民
主
主
義　

古
代
と
現
代
』
刀
水
書
房

平
成　

六
年
（
一
九
九
四
）
ハ
ン
ス
・
リ
ー
ベ
シ
ュ
ッ
ツ
『
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ジ
ョ
ン　

中
世
人
文
主
義
の
世
界
』
平
凡
社

平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
）
J
・
B
・
モ
ラ
ル
『
中
世
の
政
治
思
想
』
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
『
君
主
の
統
治
に
つ
い
て
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）
M
・
I
・
フ
ィ
ン
リ
ー
『
民
主
主
義　

古
代
と
現
代
』
講
談
社
学
術
文
庫

平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
）
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
『
君
主
の
統
治
に
つ
い
て
』
岩
波
文
庫

【
書
評
】

昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
）
加
藤
節
著
『
近
代
政
治
哲
学
と
宗
教
』
東
京
大
学
出
版
会
（『
法
学
研
究
』
第
五
三
巻
）

平
成　

六
年
（
一
九
九
四
）
マ
イ
ケ
ル
・
シ
ー
ゲ
ル
著
『
聖
書
が
み
る
現
代
』（『
本
の
ひ
ろ
ば
』
第
四
二
九
号
）
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平
成
一
一
年
（
一
九
九
九
）「
も
う
一
つ
の
中
世
思
想
史
―
―
坂
口
昂
吉
著
『
中
世
の
人
間
観
と
歴
史
』」（『
デ
ジ
タ
ル
月
刊
百
科
』

一
九
九
九
年
七
月
号
）

平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
）「
〈
民
族
〉
の
由
来
と
帰
趨
―
―
瀬
戸
一
夫
著
『
時
間
の
民
族
史
』
を
読
む
」（『
政
治
思
想
学
会
会
報
』

第
一
七
号
）

平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
）
甚
野
尚
志
著
『
十
二
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
の
精
神
―
―
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ジ
ョ
ン
の
思
想
構
造
』（『
史
学
雑

誌
』
第
一
一
九
編
一
号
）

同
（『
歴
史
学
研
究
』
№
八
六
八
）

【
教
科
書
・
事
典
な
ど
分
担
執
筆
】

昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
）「
第
一
次
大
戦
後
の
『
失
わ
れ
た
世
代
』
の
政
治
的
主
張
の
思
想
史
的
意
義
」、「
現
代
に
お
け
る
政
治
と

倫
理
の
関
連
性
に
つ
い
て
」、「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
政
治
思
想
史
的
意
義
」（
内
田
満
・
内
山
秀
夫
・
河
中

二
講
・
武
者
小
路
公
秀
編
『
現
代
政
治
学
の
基
礎
知
識
』
有
斐
閣
）

昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
政
治
思
想
」、「
ゲ
ラ
シ
ウ
ス
理
論
（
両
剣
論
）」、「
ロ
ー
マ
帝
国
理
念
の
再
生
」、

「
ゲ
ル
マ
ン
人
の
国
制
」（
有
賀
弘
・
内
山
秀
夫
・
鷲
見
誠
一
・
田
中
治
男
・
藤
原
保
信
編
『
政
治
思
想
史

の
基
礎
知
識
』
有
斐
閣
）

平
成　

三
年
（
一
九
九
一
）「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
」、「
中
世
の
政
治
思
想
」（『
現
代
政
治
学
事
典
』
プ
レ
ー
ン
出
版
）

平
成　

六
年
（
一
九
九
四
）「
Ⅱ　

神
と
人
間
の
世
界　

概
説
」、「
第
三
章　

神
と
人
間
の
調
和
―
―
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
」（
中
谷

猛
・
足
立
幸
男
編
著
『
概
説　

西
洋
政
治
思
想
史
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
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平
成　

七
年
（
一
九
九
五
）『
政
治
思
想
史
講
義
ノ
ー
ト
』（
而
立
書
房
）

平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
）「
ヨ
ア
ン
ネ
ス
〔
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
〕」（『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
研
究
社
）

平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
）「
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
・
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
」（
杉
田
敦
・
川
崎
修
編
著
『
西
洋
政
治
思
想
資
料
集
』
法
政
大

学
出
版
会
）

【
そ
の
他
】

昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）「『
神
の
国
』
と
『
ユ
ー
ト
ピ
ア
』」（『
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
著
作
集
12
』
教
文
館
「
月
報
XII
」）　

「
国
家
と
正
義
」（『
三
田
評
論
』
第
八
三
一
号
）

昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
）「
新
著
余
滴
『
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
政
治
思
想
』」（『
三
田
評
論
』
八
六
五
号
）

平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）「
内
山
秀
夫
氏
追
悼　

人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
う
る
条
件
の
模
索
を
貫
く
」（『
週
刊
読
書
人
』
二
〇
〇
八

年
五
月
二
日
）

平
成
二
二
年
（
二
〇
一
二
）「
或
る
編
集
者
の
こ
と
」（『
獨
協
大
学
学
報
』
№
二
九
）

平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
）「
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
現
代
性
」（『
図
書
』
第
七
八
五
号
）

655

略歴・主要著作目録

― ―


